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令和３年度事業報告書 

 

１．法人の経営概要 

 令和３年度も引き続き新型コロナウイルス対策強化の中で、前年度の取り組みを維

持する１年となりました。 

 このような制限のある中において、新たな日常生活でのより良いサービスを提供

すべく職員の資質向上に重点を置き、施設内研修の充実を図り職員のケアに対する意

識改革及び利用者個々に応じた質の高い個別的対応ケアの実現を目指し自己研鑽に努

めて参りました。 

新型コロナワクチン接種は、利用者及び職員とも予定された３回接種を終了し、陽

性者０名で推移しております。また、盛岡市による不定期ＰＣＲ検査（職員対象）に

おいても、全員陰性となっています。 

加えて、「岩手県災害派遣福祉チーム」の派遣に関する協定を締結するとともに、

盛岡市内における新型コロナクラスター発生施設の後方支援に係る職員の派遣を登録

したところであります。 

令和３年度の介護保険法改正に伴う防災規程及び令和４年度施行の育児・介護休業

に関する規程の整備を図りました。 

新たな取り組みとして、「いわて女性活躍推進企業等」（ステップ１）の認定を受け、

更なる女性の職場環境整備に寄与すべくステップ２の認定取得に向け研鑽していると

ころであります。 

利用者の生活環境整備として、特別養護老人ホームさくらぎの里の介護用ベッド５

０台を更新して安全・安心な生活の一助を確保し、職員処遇改善については、国の施

策として「介護職員処遇改善支援補助金」が新たに創設され、従来の処遇改善加算及

び特定処遇改善加算に加えて職員処遇改善を図っているところであります。 

地域貢献活動としては、経済的支援や各種制度、サービスの利用支援に繋げる目的

である社会福祉法人協働による「ＩＷＡＴＥあんしんサポート事業」として１件（生

活困窮者支援１件）の活動実績と、地域活動への参加は高松地区子ども食堂の開所に

伴い、「介護教室」（相談）として１件の実績を数えました。 

   令和３年度事業報告に当たり、新型コロナウイルス感染症対策に関しての制限等に

対し、施設の利用者並びに家族をはじめ、関係者、地域の皆様から、温かいご支援、

ご協力を賜りましたことに心から感謝申し上げます。 

 

２．法人の運営 

（１）役員の選任 

     ① 理事 

        ⑴ 雪ノ浦 昭 子（再任） 

⑵  駒 木 勝 一（再任） 

⑶ 佐々木  博 （再任） 
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⑷ 鈴 木 聖 子（再任） 

⑸ 雪ノ浦  需 （再任） 

⑹ 高 橋 昭 三（再任） 

 

     ②  理事長 

         雪ノ浦 昭 子（重任） 

 

     ③  監事 

⑴ 吉 田 富 榮（再任） 

       ⑵  菊 池  博 （再任） 

       ※  任期 令和３年度定時評議員会終結の時から令和５年度定時評議員会

終結の時まで 

 

     ④  評議員 

             ⑴ 北 田 治 子（再任） 

       ⑵  佐 藤 敏 弘（再任） 

       ⑶  熊 谷 佳 子（再任） 

       ⑷  高 橋 繁 雄（再任） 

       ⑸  露 崎 恵美子（再任） 

       ⑹  山 井 英 子（再任） 

       ⑺  村 上 貢 一（再任） 

※ 任期 令和３年度定時評議員会終結の時から令和７年度定時評議員会

終結の時まで 

 

⑤  苦情解決第三者委員任命 

       ⑴ 露 崎 恵美子 

      ⑵ 山 井 英 子 

      ※ 任期 令和３年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 

（２）施設改修及び備品購入 

      ① 介護用ベッド         8,826,400円 

     ② 事務備品            559,460円 

      ③ 厨房器具            693,000円 

※ 整備状況の詳細については、【別紙１】の一覧表のとおり 

 

（３）苦情対応委員会 

利用者の権利を擁護し適切な施設運営を行うため、苦情受付窓口担当者及び苦

情解決責任者を配置し、計３回開催した。 
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苦情件数については、年間通じて特別養護老人ホーム０件、短期入所生活介護

事業所３件、居宅介護支援事業所０件、グループホーム０件の計３件の苦情があ

った。 

委員会開催日及び苦情内容は、次のとおりである。 

開催期日 所管 苦  情  内  容 

3.8.19 
 

 

苦情受付件数０件のため、過去６か月の状況

を報告 

3.10.12 短期 ⑴ 薬の袋について 

4.2.17 短期 
⑵ 面会制限について 

⑶ 連絡先の統一について 

苦情⑴については、家族より「他の利用者の薬の袋が代用され、名前が透けて

見える。」と指摘を受け、今後は薬の管理に他の利用者の袋を代用しないことを伝

え、謝罪した。 

苦情⑵については、家族に新型コロナウイルス感染防止対策としての面会制限

の連絡が行き届かず、面会に来た家族より苦情を受け付けた。再発防止に努める

ことを説明し、謝罪した。 

苦情⑶については、身元引受人が体調不良となり連絡先が変更となったものの

周知されておらず、数回にわたり連絡をして苦情となった。連絡先を統一するこ

とを伝え、謝罪した。 

 

（４）人材確保・継続雇用について 

     人材確保については介護業界全体の課題となっているが、当法人では人材確保の

具体的手段として県社協福祉人材センター又はハローワークを活用し、職員採用

は６名（退職者は５名）であった。 

なお、実習生の受け入れについては、新型コロナウイルス感染症対策として積

極的に展開することができなかった。 

 

（５）職員の資格取得について 

令和３年度は、特養介護士４名及びグループホーム介護士２名が、介護福祉士

国家試験に合格した。  

加えて、医療的ケア第一号、同第二号研修を特養介護士６名が修了し、資格を    

取得した。 

 

（６）介護職員に係る処遇改善 

     令和３年度は、介護処遇改善加算及び特定介護処遇改善加算に加え、介護職員処

遇改善支援補助金の創設により全職員（一部職員を除く）の処遇改善を図った。 

総額  22,965,300 円（前年度対比＋3,225,480 円） 
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３．理事会・評議員会の開催状況 

（１）理事会の開催状況 

回 年月日 場 所 出席者 議 案 等 

1 3.5.28 ３ 階 地 域

交 流 セ ン

ター 

理事 6 名 

欠席 0 名 

監事 2 名 

報告第１号 

社会福祉法人河北会理事会における報

告事項について 

報告第２号 

新型コロナワクチン接種状況の経緯に

ついて 

議案第１号 

令和２年度社会福祉法人河北会事業報

告に関し、承認を求めることにについ

て 

議案第２号 

令和２年度社会福祉法人河北会決算に

関し、承認を求めることについて 

議案第３号 

令和３年度社会福祉充実計画の策定に

ついて 

議案第４号 

社会福祉法人向け役員賠償責任保険の

更新について 

議案第５号 

社会福祉法人河北会組織規程の一部を

改正する規程の設定について 

議案第６号 

社会福祉法人河北会職員給与規程の一

部を改正する規程の設定について 

議案第７号 

社会福祉法人河北会評議員候補者の推

薦について 

議案第８号 

社会福祉法人河北会理事候補者の推薦

について 

議案第９号 

社会福祉法人河北会監事候補者の推薦

について 

議案第１０号 

令和３年度社会福祉法人河北会定時評

議員会の議題に関する件について 

2 3.6.22 ３ 階 地 域

交 流 セ ン

ター 

理事 6 名 

欠席 0 名 

監事 2 名 

報告第１号 

令和３年度第１回評議員選任・解任委

員会審議結果の報告について 

報告第２号 

社会福祉法人河北会役員任期満了に伴

う理事及び監事の選任結果の報告につ

いて 
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議案第１号 

社会福祉法人河北会理事長の選任につ

いて 

3 3.9.29 ３ 階 地 域

交 流 セ ン

ター 

理事 6 名 

欠席 0 名 

監事 2 名 

報告第１号 

社会福祉法人河北会理事会における報

告事項について 

報告第２号 

新型コロナワクチン接種状況等の経緯

について 

議案第１号 

特別養護老人ホームさくらぎの里介護

用ベッド等の購入業者の選定について 

議案第２号 

令和３年度特別養護老人ホームさくら

ぎの里拠点区分会計収支補正予算（第

１次）の同意について 

議案第３号 

令和３年度グループホームさくらぎ拠

点区分会計収支補正予算（第１次）の

同意について 

議案第４号 

社会福祉法人河北会職員給与規程の一

部を改正する規程の設定について 

議案第５号 

社会福祉法人河北会非正規職員待遇及

び給与等に関する規程の一部を改正す

る規程の設定について 

議案第６号 

さくらぎの里防災管理規程の一部を改

正する規程の設定について 

議案第７号 

社会福祉法人河北会宿直規程の一部を

改正する規程の設定について 

議案第８号 

令和３年度第２回社会福祉法人河北会

評議員会の議題に関する件について 

4 3.10.19 ３ 階 地 域

交 流 セ ン

ター 

理事 6 名 

欠席 0 名 

監事 1 名 

議案第 1 号 

特別養護老人ホームさくらぎの里介護

用ベッド等の購入業者の決定並びに購

入契約の締結に関し、議決を求めるこ

とについて 

議案第２号 

社会福祉法人河北会役員及び評議員の

報酬並びに費用弁償に関する規程の一

部を改正する規程の設定について 

議案第３号 

社会福祉法人河北会旅費規程の一部を

改正する規程の設定について 
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議案第４号 

社会福祉法人河北会顧問設置規程の一

部を改正する規程の設定について 

議案第５号 

社会福祉法人河北会預かり金取扱規程

の廃止について 

議案第６号 

介護老人福祉施設さくらぎの里の金品

など私物管理要領の廃止について 

議案第７号 

令和３年度第２回社会福祉法人河北会

評議員会の議題に関する件について 

5 4.1.26 ３ 階 地 域

交 流 セ ン

ター 

理事 6 名 

欠席 0 名 

監事 1 名 

議案第１号 

社会福祉法人河北会定款細則の一部を

改正する細則の設定について 

議案第２号 

社会福祉法人河北会文書管理規程の設

定について 

議案第３号 

社会福祉法人河北会事務決裁規程の設

定について 

議案第４号 

社会福祉法人河北会公印規程の一部を

改正する規程の設定について 

議案第５号 

社会福祉法人河北会被服貸与規程の設

定について 

議案第６号 

社会福祉法人河北会車両運行管理規程

の一部を改正する規程の設定について 

6 

 

4.3.17 ３ 階 地 域

交 流 セ ン

ター 

理事 6 名 

欠席 0 名 

監事 1 名 

報告第１号 

社会福祉法人河北会理事会における報

告事項について 

報告第２号 

新型コロナワクチン接種（第３回目）

の状況について 

議案第１号 

令和４年度社会福祉法人河北会事業計

画の同意について 

議案第２号 

令和４年度特別養護老人ホームさくら

ぎの里拠点区分会計収支予算の同意に

ついて 

議案第３号 

令和３年度グループホームさくらぎ拠

点区分会計収支予算の同意について 
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議案第４号 

令和３年度特別養護老人ホームさくら

ぎの里拠点区分会計収支補正予算（第

２次）の同意について 

議案第５号 

令和３年度グループホームさくらぎ拠

点区分会計収支補正予算（第２次）の

同意について 

議案第６号 

社会福祉法人河北会経理規程の一部を

改正する規程の設定について 

議案第７号 

社会福祉法人河北会職員給与規程の一

部を改正する規程の設定について 

議案第８号 

社会福祉法人河北会非正規職員待遇及

び給与等に関する規程の一部を改正す

る規程の設定について 

議案第９号 

社会福祉法人河北会育児・介護休業に

関する規程の一部を改正する規程の設

定について 

議案第１０号 

令和３年度第３回社会福祉法人河北会

評議員会の議題に関する件について 

 

（２）評議員会の開催状況 

回 月 日 場 所 出席者 議 案 等 

1 3.6.22 ３階地域交

流センター 

評議員 7 名 

欠席 0 名 

監事 2 名 

報告第 1 号 

社会福祉法人河北会評議員任期満了

に伴う評議員の選任結果の報告につ

いて 

報告第２号 

令和２年度社会福祉法人河北会事業

報告について 

議案第１号 

令和元年度社会福祉法人河北会決算

に関し、承認を求めることについて 

議案第２号 

令和３年度社会福祉充実計画の策定

に関する承認について 

議案第３号 

社会福祉法人河北会理事の選任につ

いて 

議案第４号 

社会福祉法人河北会監事の選任につ

いて 
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議案第５号 

令和３年度理事及び監事に対する報

酬の年間支給総額の範囲について 

2 3.11.2 ３階地域交

流センター 

評議員 7 名 

欠席 0 名 

監事 2 名 

報告第１号 

新型コロナワクチン接種状況等の経

緯について 

議案第１号 

令和３年度特別養護老人ホームさく

らぎの里拠点区分会計収支補正予算

（第１次）について 

議案第２号 

令和３年度グループホームさくらぎ

拠点区分会計収支補正予算（第１

次）について 

議案第３号 

理事及び監事に対する報酬の年間支

給総額の範囲の条文化について 

3 3.3.29 ３階地域交

流センター 

評議員 7 名 

欠席 0 名 

監事 2 名 

報告第１号 

「いわて女性活躍企業等」の認定に

ついて 

報告第２号 

新型コロナワクチン接種（第３回

目）の状況について 

議案第１号 

令和４年度社会福祉法人河北会事業

計画の承認について 

議案第２号 

令和４年度特別養護老人ホームさく

らぎの里拠点区分会計収支予算の承

認について 

議案第３号 

令和３年度グループホームさくらぎ

拠点区分会計収支予算の承認につい

て 

議案第４号 

令和３年度特別養護老人ホームさく

らぎの里拠点区分会計収支補正予算

（第２次）の承認について 

議案第５号 

令和３年度グループホームさくらぎ

拠点区分会計収支補正予算（第２

次）の承認について 

 

（３）出納調査 

実施日 内   容 調査対象期間 調査員 所 見 

3.5.18 令和２年度第４四半期 R3.1.1～R3.3.31 2 名 指摘事項なし 

3.9.6 令和３年度第１四半期 R2.4.1～R2.6.30 2 名 指摘事項なし 
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3.12.20 令和３年度第２四半期 R2.7.1～R2.9.30 2 名 指摘事項なし 

 

（４）監事監査 

実施日 内   容 監査対象期間 監査員 所 見 

3.5.18 決算監査 R2.4.1～R3.3.31 2 名 指摘事項なし 

 

４．特別養護老人ホームさくらぎの里及びさくらぎの里短期入所生活介護事業

所の運営 

(１) 利用稼働率 

   ① 特別養護老人ホームさくらぎの里 

利用者の長期入院による退所（２８名）があったため、年間稼働率は９８．

９％（前年度対比＋０．４％）となった。 

② さくらぎの里短期入所生活介護事業所 

長期利用の利用者が多く一次的には満床に迫る期間もあったが、年間稼働率

は７６．７％（前年度対比＋２．８％）となった。 

※   上記内容の根拠資料については、利用者状況【別紙２】のとおり 

 

（２）利用者決定委員会 

入所に関しての透明性、公平性を確保するため、利用者決定委員会を計４回開

催し、２５名（前年度比同数）の利用者が入所した。 

開催数 開催日 認定者 入所者数 

第 1 回 3.4.9 13 名 6 名 

第 2 回 3.7.15 13 名 6 名 

第 3 回 3.10.14 13 名 8 名 

第 4 回 4.1.13 12 名 5 名 

計 51 名 25 名 

 

（３）総合防災訓練の実施状況 

実施月 想定内容 訓練内容 参加者 

3.6.18      日中想定 

総合訓練 

（消火・通報・避難誘導・消

火器使用方法・屋内消火栓） 

利用者 6 名 

職 員 32 名 

3.9.1 地震想定 
シェイクアウト訓練     

（盛岡市主催） 
31 名参加 

3.12.8 夜間想定 

総合訓練 

（通報・避難誘導・消火器使

用方法） 

職 員 17 名 

利用者 6 名 
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（４）広報委員会 

① 広報「さくらぎだより」は、今年度より法人全体で発行する事になり、協働

で作成を行った。年度計画のとおり４回発行することが出来た。 

② ホームページは、行事等が少なく写真を載せる回数は減少した。担当者養成

を次年度は取り組んでいきたい。 

 

（５）安全委員会・事故対策委員会・身体拘束委員会・感染症対策委員会・安全衛生

委員会の活動 

① 安全委員会 

毎月第四木曜日に開催し、課題解決に取り組んでいる。今年度は介護チェッ

クリストを用いて、介護の基本が出来ているか各々で振り返りを実施した。そ

れにより安全なケアを意識して行うようになった。 

② 事故対策委員会 

令和２年度の事故２件（転倒１件、骨折１件）・ヒヤリハット件数は１２４件

（前年度１００件、前々年度１５１件）と前年度対比２４件となった。年々事

故防止に対する意識の向上、目配り等が浸透しつつあるが、職員の異動や、利

用者の入退去が多く、増加したと思われる。 

今年度も、当初から施設内での新型コロナウイルス感染症が発生した場合を

想定し、職員の配置、給食の提供などのシミュレーションを実施し、現状での

対応の課題を確認した。 

また、利用者の認知機能の低下に伴い、センサーマット、エアーマットを追

加購入し転倒リスクの防止を図ったほか、施設内でリスクマネジメント研修を

実施し、職員に安全な業務を周知した。 

③ 身体拘束委員会 

３か月に１回第３木曜日に開催。スピーチロック、身体拘束の指針、未実施

減算、アンガーマネジメントの研修を行った。現在、身体拘束を検討しなけれ

ばならない事例はない。 

④ 感染症対策委員会 

３ヶ月に１回第２木曜日に開催。新型コロナウイルス感染症の発生時の対応、

吐物処理の研修を行った。職員と利用者の健康チェック、行動履歴表への記録

を毎日行った。県外に出るときは施設長に報告。帰ってきて３日目に抗原検査

を受けてもらい、感染していないことを確認してもらった。 

     ⑤    安全衛生委員会 

施設内に新型コロナウイルス感染症が発生した場合、職員の感染リスクが高

いと不安が聞かれたことから、個別に傾聴し新型コロナウイルス感染症の感染

時の対応をすり合わせ、リスクの低下を検討してメンタルケアを行った。 

また、感染リスクのある職員や体調不良者は予防的出勤停止を励行し、施設

内における感染予防に取り組んだ。職員の健康診断とストレスチェックを実施
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し、保健指導により生活習慣病の予防に努めた。 

※ 令和３年度事故・ヒヤリハット報告の発生件数等の詳細については、【別

紙３】のとおり 

 

（６）研修 

新型コロナウイルス感染症対策により、外部研修はオンラインでの研修が多く

みられた。施設内での研修は新型コロナウイルス感染症対策により、例年より内

部研修を行える月が少なかった。 

①   施設内研修実施状況 

開催日時 研修内容 講 師 

5/14 
身体拘束① スピーチロックの理解 藤田統括係長 

5/28 

6/11 緊急時対応 急変等の動き等 藤田統括係長 

8/6 リスクマネジメ

ント 

誤嚥を防ぐ食事介助方法 

正しい姿勢保持 

山崎機能訓練指導員 

藤田統括係長 
8/27 

10/8 
身体拘束② 

身体拘束種類 

弊害と拘束実施時の手順方法 
藤田統括係長 

10/29 

11/19 
虐待防止 虐待の種類と心構え 藤田統括係長 

11/26 

3/1/14 
研修報告会 リスクマネジメント 

小笠原正樹介護士 

藤原友理奈介護士 1/28 

2/18 
口腔ケアと 

感染防止 

ＱＯＬを高める口腔ケア 

感染症対策 

中田信孝ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

小野寺寿美子看護主

任 

 

②  施設外研修受講状況 

開催日 主催 テーマ 参加職種 参加者 

5/7 
盛岡市介護保

険課 
認定調査員新規研修 

介護支援専

門員 

生活相談員 

加藤仁 

瀧澤愛華 

5.20 
岩手県社会福

祉事業団 
人事考課研修 統括係長 藤田ミ子 

6/3 
岩手県社会福

祉事業団 

リスクマネジメント研修 

基礎編 
介護士 

小笠原正樹 

藤原友理奈 
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6/24 
全国老人福祉

施設協議会 

安全対策担当者養成研

修 
統括係長 藤田ミ子 

10/5.6 
いきいき岩手

支援財団 

認知症対応型サービス

事業管理者研修 
介護士 佐藤義久 

7/5.6 
岩手県社会福

祉事業団 

福祉職員キャリアパス対

応生涯研修課程 

管理職コース 

上席介護士 大堂公晋 

7/13.14 
岩手県社会福

祉事業団 

福祉職員キャリアパス対

応生涯研修課程 

チームリーダーコース 

ユニット 

リーダー 
大畑英弘 

6/21～25 

6/28～7/25 

7/30 

いきいき岩手

支援財団 
認知症介護実践者研修 介護士 佐藤義久 

6/7.14.21 

8/10～

12.18.19 

岩手県社会福

祉協議会 
医療的ケア 介護士 佐藤義久 

7/7.8 

8/17.24～

26.30.31 

岩手県社会福

祉協議会 
医療的ケア 

ユニットリー

ダー 
佐藤聡洋 

6/16 
岩手県社会福

祉事業団 
虐待防止研修 介護士 野田悠介 

6/1 大塚製薬 
新型コロナウイルス感染

症対策Web説明会 
統括係長 藤田ミ子 

6/16 
あいおいニッ

セイ同和損保 

義務化のポイントと事故

防止体制強化について 
統括係長 藤田ミ子 

6/29 
岩手県社会福

祉協議会 

あんしんサポート相談員

養成研修 
事務長 雪ノ浦需 

8/20～11/20 
岩手県社会福

祉協議会 
医療的ケア 介護士 

佐藤由紀子 

岩崎ユカ 

廣内明香 

9/18～11/18 
岩手県社会福

祉協議会 

医療的ケア（半固形栄養

剤） 
介護士 

大堂公晋 

大畑英弘 

中田信孝 

6/24 
株式会社 

モルテン 
モルテンリモート勉強会 

機能訓練 

指導員 
山崎藍 

6.11～9.10 
全国老人福祉

協議会 

介護ロボット・ＩＣＴ導入

事例 

機能訓練 

指導員 
山崎藍 



13 

 

7/29 
岩手県社会福

祉事業団 

リスクマネジメント研修 

実践編 

ユニット 

リーダー 
中田信孝 

9/2.3 
岩手県社会福

祉事業団 

福祉職員キャリアパス対

応生涯研修課程 

中堅職員コース 

介護士 樋本陽子 

7/9 
介護労働 

安定センター 
ＱＯＬを高める口腔ケア 

ユニット 

リーダー 
中田信孝 

7/27.28 
岩手県社会福

祉協議会 

福祉施設の自己評価・ 

第三者評価研修会 
上席介護士 大堂公晋 

9/14 
介護労働安定

センター 

介護職員等特定処遇改

善加算の取得と活用方

法 

事務員 小林新 

8/6.7 

10.8～10 

11/12～14 

岩手県災害福

祉広域支援推

機構 

令和３年度岩手県災害

派遣福祉チーム研修 

統括係長 

主任ユニット

リーダー 

藤田ミ子 

小林日和 

8/23 

株式会社 

医療経営研究

所 

介護事業所における減

災・防災対策研修 

事務員 

ＧＨ管理者 

中村健太郎 

三上則子 

9/22 

盛岡地区介護

支援専門員協

議会 

ＡＣＰについて 
主任介護 

支援専門員 
石垣志乃 

9/24 
岩手県社会福

祉協議会 

介護支援事業所におけ

るＢＣＰ作成支援研修 
事務員 中村健太郎 

9/3 
ＭＸモバイリン

グ株式会社 
テレワークセミナー 事務長 雪ノ浦需 

6/1～12.16 
いきいき岩手

支援財団 
認知症介護基礎研修 介護士 小森郁生 

10/25.26 岩手県立大学 相談支援研修 生活相談員 瀧澤愛華 

10/11 
岩手県社会福

祉協議会 
生活困窮者支援研修会 生活相談員 瀧澤愛華 

10/6.7 岩手県立大学 社会福祉法人役員研修 事務長 雪ノ浦需 

10/29 
岩手県環境生

活部 

いわて女性の活躍応援

セミナー 
統括係長 藤田ミ子 

11/12 岩手銀行 
組織・人材採用戦略オン

ラインセミナー 
事務長 雪ノ浦需 

11/29 

岩手福祉サー

ビス運営適正

化委員会 

福祉サービス苦情解決

情報交換会 

施設長 

介護支援専

門員 

雪ノ浦昭子 

川原崇生 

11/19 

高齢者福祉協

議会２１世紀

委員会 

いわて介護施設職員研

修会 

統括係長 

上席介護士 

藤田ミ子 

大堂公晋 
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11/16 
日本福祉用具

供給協会 
資質向上研修会 介護士 

鈴木真貴子 

木村由香 

11/30 
全国老人施設

協議会 

安全対策担当者養成研

修会 

主任看護師 

上席介護士 

小野寺寿美子 

大堂公晋 

3/2/9.10 

日本ユニットケ

ア推進センタ

ー 

ユニットケア研修会 
ユニット 

リーダー 
吉田健太 

 

（７）実習生の受入状況 

   令和３年度も新型コロナウイルス感染症対策のため、全ての受け入れを中止 

した。 

 

（８）ボランティア・福祉体験受け入れ・サークル活動・行事等の状況 

①   受入状況 

新型コロナウイルス感染症対策のため、受け入れを中止した。 

② 施設行事・ユニット行事実施状況 

新型コロナウイルス感染症対策のため、外出や外部の方を招いての行事は中

止とした。３階地域交流センターにおいて、夏祭りや敬老会等を実施した。 

※   ユニット行事実施状況については、【別紙４】のとおり 

③ サークル活動実施状況 

新型コロナウイルス感染症対策のため、外部講師の受け入れを中止した。 

 

（９）利用者家族交流会について 

新型コロナウイルス感染症対策のため、中止とした。 

 

（10）生活介護 

①  個別ケアとサービス向上への取り組み 

介護記録支援システム「ほのぼの」を運用し、利用者個々の状態把握に努め、

各職種と情報共有しながら連携を図り、より良いサービスを提供できるよう創意

工夫を行っているが、入所者の重度化により入退院も多く継続的な介護管理及び

ＡＤＬの維持に繋がらないケースが散見された。 

コロナ禍の中、オンライン面会に切り替えて家族とのコミュニケーションの確

保に努めた。 

また、新型コロナウイルス感染症対策のため外部研修が中止になる中、オンラ

イン研修に率先して参加し、内部研修にて周知を行い、理解を深めた。 

 

② ユニット行事（趣味活動）について 

今年度も新型コロナウイルス感染症対策に時間を費やした事もあり、計画的な

ユニット行事が行えなかった。 
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（1 1）医務室 

緊急時対応マニュアルを基に研修を通して、新型コロナウイルス感染症対策の周

知に努めた。 

協力病院とは、定期薬処方、定期健康診断などにより、情報を提供し連携を図っ

た。他職種とのカンファレンスにより利用者の情報を共有し、早期発見、受診につ

なげて重症化の防止に努めた。 

家族とは、新型コロナウイルス感染症対策のため面会制限が継続されたことから、

利用者の状態を電話などで報告し信頼関係の構築に努めた。 

インフルエンザ予防接種の実施、汚物処理実演、新型コロナウイルス発生時の模

擬訓練を通じ、感染防止に努めた。 

ヒヤリハットの内容を分析し、再発防止策を共有により再発防止に努めた。 

「医療的ケア」に５名の介護職員が参加して、知識、技術を習得し修了した。 

また、既に取得している介護職員に対しても適正な姿勢の保持など指導して、利

用者の健康管理に努めた。 

 

（12） 機能訓練 

① 利用者の身体機能維持と介護予防活動の活性化 

機能訓練指導員が各利用者の身体機能を評価し、その後のケースカンファレン

スにおいて他職種と検討を行い、担当者会議などを通じ本人又は家族に機能訓練

計画への同意を得た後に実施した。日常の生活において、自身で実施可能な活動

や動作を継続・維持できるように生活リハビリを軸として、ユニット職員や他職

種と連携を図り行った。 

機能訓練指導員の個別的な関りとしては、居室内の環境設定、福祉用具の導入、

離床機会の提供、車椅子のシーティング及びポジショニングの検討実施、基本動

作能力の向上、ＡＤＬ能力の向上、ユニット職員への介護指導などを行った。 

 

② 介護予防活動や社会参加の取り組み 

今年度も新型コロナウイルスの感染対策のため、外部講師を招いてのサークル

活動（臨床美術・フラワーアレンジメント）やギター唄会などは活動を中止した。

グループ体操も感染症対策の為、ユニット単位での実施を継続している。 

新たな取り組みとしては、少人数でのサークル活動を月 1 回実施し、利用者間

の交流・季節の作品作りを実施した。又、11 月には初めて作品展示会を実施し、

ユニット毎の作品・利用者個人の作品・職員や職員家族等の作品展示を行った。 

この他に介護予防活動の取り組みとしては、例年通りさくらぎ農園（種まき・

苗植え・水やり・収穫）、習字、季節の行事（みずき団子作り・七夕飾り）など

を実施した。 
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（13）栄養・調理 

・一人ひとりの身体状況、咀嚼・嚥下機能、嗜好・意向等や、多職種からの情報を基に栄

養ケアマネジメントを実施し、各利用者様に合った食事の提供に努めた。また、低栄養

予防として、たんぱく質の目標量を 16.5％から 17.5％に引き上げた。 

 

・給与栄養目標量に基づき献立作成を行い、食材も旬のものを取り入れ、冬季には土鍋料

理も提供し、食事からも季節が感じられるよう取り組んだ。行事食については、新型コ

ロナウイルス感染予防の為、昨年同様行事は縮小されたが、敬老会の松花堂弁当やクリ

スマスケーキ、大晦日の松花堂弁当、年越しそばの他、祝日に合わせた行事食を提供し

た。三寿司やちゃんこ太五郎による食事の提供も、出前の形で実施した。セレクトおや

つは、季節や行事に合わせた内容で実施した。 

 

・食事形態については、岩手県食形態分類標準化推進委員会の分類表に基づき、食形態コ

ードを変更し、軟菜食、ゼリー食の定義や食材、調理法の見直しを行った。 

 

・食塩相当量については、だしわり醤油、だしわりポン酢の使用、手作り漬物の提供の他、

漬物の頻度や麺類等変わりメニューの頻度を調整し、年間平均は 6.7g となり、昨年の

6.9g よりは 0.2g 減となったが、目標の 6.5g 未満は達成することができなかった。 

 

・食中毒や感染症予防については、日頃から食材・器具・調理場の衛生管理を徹底し、安

全な食事の提供に努めた。衛生害虫駆除については、厨房内は業者による点検を月 1 回

実施し、ユニット等で衛生害虫が発生した場合も、業者による点検・必要時には薬剤散

布をその都度実施し、衛生管理を徹底した。ノロウイルスによる食中毒予防として、栄

養・調理職員のノロウイルスの検便検査を 2 月に実施した。 

 

・グループホーム職員に対する栄養指導については、月 1 回の栄養会議で、施設全体の課

題、利用者様ごとの課題について、検討、助言を行った。 

 

行事食（セレクトおやつを含む）の実施状況 

年 月 食事の内容 

R3 4 セレクトおやつ：ロールケーキ(いちご、日向夏、ショコラ、抹茶、安納

芋) 

 5 こどもの日：昼食（こどもの日ちらし、茶碗蒸し、他）、おやつ（柏餅） 

セレクトおやつ：ケーキ(いちごショート、ショコラ、レアチーズ、抹茶テ

ィラミス、マロン) 

 6 セレクトおやつ：ケーキ(白桃ムース、いちご、ショコラ、抹茶ティラミ

ス、マロン) 

 7 七夕：昼食（彩り丼、七夕そうめん、他）、おやつ（七夕ねりきり） 

夏祭り：昼食（焼きそば、他）、おやつ（クレープ、お好み焼き） 

セレクトおやつ：アイスクリーム(バニラ、ストロベリー、チョコ) 
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土用の丑：昼食（お好みひつまぶし、夏おでん、果物） 

 8 セレクトおやつ：クレープ（チョコレート、バナナ、いちご、バニラアイ

ス、キャラメル） 

お盆：昼食（赤飯、煮しめ、ところてん、果物） 

 9 敬老会：昼食（松花堂弁当）、おやつ（紅白ねりきり） 

十五夜：昼食（月見そば、他）、おやつ（お月見ねりきり） 

セレクトおやつ：ドームケーキ(カスタード、こしあん、チョコレート) 

 10 セレクトおやつ：ロールケーキ(栗、チョコバナナ、チーズ、黒蜜きなこ) 

ハロウィン：おやつ（ハロウィンどら焼き） 

 11 寿司の日：昼食（にぎり寿司・三寿司出前） 

 12 セレクトおにぎり：昼食（かくやごはん、鶏そぼろ、チーズ、昆布） 

クリスマス会：昼食（オムライス、シーフードサラダ、フルーツヨーグル

ト）、おやつ（クリスマスケーキ・シャンメリー） 

クリスマス・イブ：昼食（ハヤシライス、ツナサラダ、果物、ジョア）、お

やつ（クリスマス和菓子） 

クリスマス：昼食（シーフードピラフ、もみの木ハンバーグ、グリーンサ

ラダ、果物）、おやつ（クリスマスケーキ・白石食品工業より寄贈) 

大晦日（昼食：松花堂弁当、夕食：年越しそば） 

R4 1 正月料理 

人日(じんじつ)の節句（昼食：七草粥、他） 

成人の日（昼食：ネギトロ丼、他） 

セレクトおやつ：クレープ(バニラアイス、いちご、チョコレート、バナ

ナ、あずき) 

鍋料理（昼食：きりたんぽ鍋、他） 

 2 節分：昼食（太巻き・にぎり寿司、いわしつみれ汁、他）おやつ（節分和

菓子） 

鍋料理：昼食（すき焼き鍋、他） 

バレンタインデー：おやつ（手作りココアカップケーキ） 

セレクトおやつ：蒸しパン(いちご、黒糖、抹茶、バナナ) 

 3 ひなまつり：昼食（五目ちらし、茶碗蒸し、フルーツヨーグルト）、おやつ

（桜餅） 

ちゃんこ鍋：昼食（梅ちゃんこ・ちゃんこ太五郎出前） 

セレクトおやつ：ケーキ(いちご、オレンジ、ベイクドチーズ、チョコレー

ト、マロン) 

鍋料理：昼食（水餃子鍋、他）  

 

 

 

（14）中期経営計画の「問題解決に向けた取組み」に対する実績及び評価 

①    施設部門 

課題 経営計画推進体制の確立 

取組 

方針 

・中期経営計画が日常的に意識できるよう、毎月のリーダー会議・職員会議

にて職員への意識付けを行う。 

・中期経営計画の進捗状況の確認をリーダー会議等で発表し職員に把握させ

るとともに職員の意見を集約し改善・向上につなげていく。 

目標項目 令和３年度 
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目標値 実 績 目標対比 

リーダー会議・職員会議での進

捗状況の確認回数 
四半期毎 月１回 

回数は達成できた

が、新たな中期経営計

画の策定に至らなかっ

た。 

 

課題 利用者・家族の満足度と接遇マナーの向上 

取組 

方針 

・利用者の尊厳を重視したサービスが浸透するよう、接遇マナー、権利擁護

に関する研修を実施する。 

・利用者、家族に満足度に関するアンケートと第三者委員による聞き取り調

査を実施し、その結果を踏まえ、要因分析と改善策を全職員に徹底するこ

とで満足度の向上に取組む。 

・利用者家族に対して、担当者会議・面会時の際に要望や意向を聞き取る。 

・広報「さくらぎだより」を定期発行し、家族とのつながりを強化すること

で相談しやすい環境作りに努める。 

目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績 目標対比 

利用者・家族へのアンケート実

施回数 
年２回 年１回 

アンケートの実施は

５月に家族向けに行え

たが、利用者からの聞

き取りが行えなかっ

た。 

 

課題 地域に根ざした施設運営の推進 

 

 

取組 

方針 

 

 

・地元町内会等地域住民に対して、介護福祉に関する教室、説明会等を開催

し地域貢献につなげる。 

・施設行事に地域住民やボランティアの参加を募り交流を深める。 

・災害時や高齢者の捜索等緊急時にも積極的に協力する。 

・岩手県社会福祉協議会ボランティア（市民活動センター）を通じ、ニーズ 

にあった新規ボランティアの確保を行う。 

目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績     目標対比 

地域住民向けの介護教室・講演

会の開催実施 
１～２回 １回 

高松地区で介護相談

会を法人として開催を

行った。 

ボランティアの積極的受入 ５回 ０回 

新型コロナウイルス

感染症対策のため、受

け入れを中止した。 

 

課題 職員研修の充実と専門性の向上 

 

 

取組 

方針 

 

 

 

・全職員を対象に定期的に施設内研修を実施し、勤務体制の状況によっては

時間外での開催も検討する。 

・引き続き外部研修に積極的に派遣し、復命研修や他職員に対してＯＪＴを

行い、日常業務の中で実践していく。また、ＯＪＴでの指導を活性化させ

共に気付きを向上させる取組みを行っていく。また、状況に合わせて施設

内研修に外部講師を招聘する。 

・職員の資格取得を奨励し、積極的な情報提供を行っていく。 
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目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績      目標対比 

施設内研修の開催回数 ７回 ７回 

新型コロナウイルス

感染症対策による外部

研修が中止となる中、

法定研修は開催が出来

た。 

職員の資格取得率（専門職員数

に対する介護支援専門員・介護福

祉士の取得割合） 

６０％ ８１％ 

医療的ケア第一号、

二号研修に５名参加、

資格取得者のステップ

アップとして、半固形

栄養剤は３名受講し

た。資格を取得した。

介護福祉士は、５名の

方が合格した。 

 

課題 会議、委員会の活性化と職員間の連携強化 

取組 

方針 

 

 

・昨年までは、毎月のリーダー会議後に、ユニットリーダーの会議を行って

いたが、職員会議とリーダー会議の開催を別個とし、内容を専門的に行う

ことにした。翌月の職員会議で内容報告と意見集約を行うこととする。そ

の後、リーダー会議で議事録等資料を各部署及びユニットに配布するとと

もに、申し送りでも徹底し浸透させる。 

・事前の資料作成、配布を徹底し、協議事項を把握したうえで会議を開催

し、業務に支障を来たさぬよう効率的に実施する。 

・会議、委員会開催開始時間の徹底と終了時間を明確にする。 

・職員間の連携強化については、部署毎、ユニット会議の定期的開催と記録

の徹底に ICT を活用し、情報の一元化と共有を図る。 

目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績    目標対比 

部署毎、ユニット会議の開催回数 毎月１回 
３月に１回 

（平均） 

新型コロナウイルス

感染症対策のため、目

標の開催に至らなかっ

た。 

 

課題 権利擁護の推進 

 

取組 

方針 

 

 

・身体拘束廃止、虐待防止について、委員会の活性化を図り個々のケア場面

について検証し、虐待防止と利用者の人権や安全に配慮したケアの改善に

取組む。 

・権利擁護及び身体拘束、高齢者虐待防止等について研修会を計画し、職員

一人ひとりが関心を持ち、正しい知識を身に付けることで、尊厳の保持及

び利用者本位のケアに向けて介護力、看護力を高める。 

 

目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績 目標対比 

身体拘束廃止・虐待防止に向け 

た研修実施 
２回 ３回 

安全委員会委員が講

師となり、目標を達成

した。 
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権利擁護研修への派遣 １名 １名 

虐待防止の研修があ

り、介護職員１名が参

加した。 

 

課題 情報開示・情報提供の充実 

   

取組 

方針 

 

・広報「さくらぎだより」については、利用者家族等の知りたい情報が発信

できるよう、特養とＧＨの広報を統一し掲載内容を充実させる。 

・施設選定の参考となるべく、ホームページの掲載内容を検討・精査し、定

期的な更新を行う。 

目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績    目標対比 

「さくらぎだより」の定期発行 年４回 年４回 

行事が少ない中、委

員で内容を検討し、目

標の４回発行を達成で

きた。 

ホームページの充実 

掲載内容の

定期的な変

更 

不定期 

に更新 

面会制限のお知らせ

等を随時更新する事が

出来たが、行事等につ

いては不定期であっ

た。 

 

課題 感染症対策の充実及び徹底 

取組 

方針 

・感染委員会が主体となり、マニュアルの周知を行い、感染症予防対策や緊

急時への備えを講ずるとともに、実情に即しマニュアルの見直しを適宜行

う。 

目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績    目標対比 

感染症予防の周知と研修の実施 ６回 １２回 

周知に関しては、各

部署にマニュアルを備

え付けし、全職員に周

知徹底を図り目標達成

した。 

 

課題 計画的な修繕 

取組 

方針 

・修繕整備する必要がある設備機器等について調査の上整理し、優先順位を

つけ、計画的な修繕を行う。 

・設備機器の正しい使用方法を再確認し、異常の早期発見と報告を徹底す

る。   

・利用者の行為、職員の誤操作等による突発的な修繕については、発生要因

の検証と再発防止策を講じ、突発的修繕の抑制を図る。 

・光熱費の削減を図るべく、省エネへの取り組みを推進する。 

      目標項目 
令和３年度 

目標値  実 績     目標対比 

設備機器使用方法の再確認 
取扱いの 

周知徹底 
良 

修繕計画が未整備で

あった。 
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異常の早期発見と報告の徹底 良 

電気契約変更に伴う

省エネ対策は、初

期の目標を達成し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 利用者の安全管理の徹底 

取組 

方針 

・緊急時マニュアルの周知を徹底し、感染予防、事故対策に努める。 

・協力病院や他職種と連携を図りながら、利用者の状態を把握するとともに

体調不良の早期発見と迅速な対応を行い、重症化を防止する。 

・多職種との連携を図り情報共有をする 

・「医療的ケア」研修に参加し、介護職員が技術・知識を習得し、利用者の

安全を確保する。 

・利用者家族と情報を共有・提供し信頼関係を構築しながら、利用者の健康

を維 持できるように努める。 

・ヒヤリハット報告の徹底と再発防止に向けた取り組みを継続する。 

・インフルエンザ予防接種の実施、汚物処理実演研修により感染予防に努め

る。 

      目標項目 
令和３年度 

 目標値 実 績 目標対比 

施設内研修の実施 ７回 ７回 目標達成 

「医療的ケア」研修の参加 － ８名受講 全員資格取得 

課題 施設利用者の身体機能低下予防と介護予防活動の活発化 

取組 

方針 

・個別実施計画に基づいた生活リハビリ・機能訓練の実施と定期的な評価と

見直し。 

・カンファレンスや実施プラン等の利用者情報及び報告について、情報の共

有化の徹底。 

・多職種の協力を得ながら、機能訓練ならびに介護予防活動の強化を図る。 

・機能訓練実施体制や方法を見直すことで利用者満足度の高い機能訓練・介

護予防活動の提供を継続する。 

・誤嚥性肺炎の予防に向けた取り組みの実施・検討。 

      目標項目 
令和３年度 

 目標値 実 績 目標対比 

・機能訓練実施プランの定期的な

評価 

・介護予防活動の見直し 

３ヶ月毎 

 

３ヶ月毎 

 

目標達成 

・個別機能訓練の定期的な実施 

月２回以上 

月２回以上 目標達成 

・介護予防活動の回数確保 
月平均５回

以上 

新型コロナウイル

ス感染症対策による

閉鎖的生活環境の解

消のため、積極的に

取り組み目標を達成

した。 
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②    短期入所生活介護事業所部門 

課題 短期入所生活介護事業所の利用稼働率の維持・向上 

目標項目 
令和２年 

度実績 

令和３年度 

目標値 実 績 前期比 

課 題 快適な食生活を送れるよう支援する 

取組 

方針 

 

・栄養ならびに心身の状況を考慮した栄養マネジメントの実施。 

・栄養ケア計画に基づき、栄養面、嗜好面、季節感を考慮したメニューを作

成する。また、日々可能な限りユニットを回り、利用者から食事に対する

意見を聴の上、記録し改善につなげる。 

・食中毒や感染症予防については、職員の意識レベルを向上させるため、日

常的 な注意喚起と衛生管理の徹底に努める。また、調理従事者の月１回

の定期的な便検査の他に、最低年１回はノロウィルスの検便検査を実施す

る。ノロウイルス流行時や発生時には、状況に応じて都度検査実施する。 

・刻み食については、食材や調理法の見直しを行い、食材の形を残した料理

を提供する機会を設ける。食形態コードについては、「岩手県版食形態あ

てはめ表」が公表され次第、今後の食形態について検討・調整し、栄養課

内だけでなく、各部署の認識の統一を図る。 

      目標項目 
令和３年度 

目標値 実 績 目標対比 

食事の減塩対策       

（１日当たり７ｇ未満） 

献立の見

直し・検討 
6．9 ｇ 目標達成 

情報共有・記録簿に関するルー

ル作り 

記録簿 

の見直し 
良 

介護ソフトによる情

報の共有化が図られ

た。 

課題 特養の利用稼働率の維持・向上 

取組 

方針 

・タイムラグの少ない施設入所を行うため、申込待機者リストの更新を常に

行い、待機者の動向調査を行う等管理を継続する。 

・長期入院者については、家族・協力病院と連携し、空床期間をできる限り

短縮する。又入院中の空床ベッドを有効利用し、短期入所の利用率アップ

につなげる。 

・生活相談員と居宅支援事業所との連携を密にし、空床を埋めるとともに継

続利用につなげる。 

・申し込み段階において対象者の情報収集に努めるとともに、関連制度の情

報提供を行い、より安心感をもって利用に結び付けることができるように

する。 

目標項目 
令和２年 

度実績 

令和３年度 

目標値 実 績 前期比 

施設入所稼働率 94.8％ 98.0％ 91.3％ 

目標は達成できたが、入院に

よる空床及び退所後の速やかな

新規受け入れが繋がらず、相当

数の空床を埋めることができな

かった。加えて、空床ショート

の利用もなかった。 
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短期入所稼働率 78.7％ 90.0％ 78.5％ 

新規利用者が大幅に増加した

が、短期利用が多く、前年度を

0.2％下回った。 

 

５．さくらぎの里居宅介護支援事業所の運営 

(１) 利用稼働率 

最大２．５人体制から２体制となる。地域包括支援センターからの紹介等によ

る新規契約件数も増加となり、月平均件数５６件（前年度対比＋１１．０件）と

なった。 

※  上記内容の根拠資料については、利用者状況【別紙１】のとおり 

 

（２）活動内容 

① コロナ禍の中、利用者や家族からの相談に対し、訪問及び電話で対応を行っ

た。新型コロナウイルス感染対策により、有料老人ホームに入所している利用

者への訪問が難しく、施設職員からの聞き取りにより適宜対応した。 

 

② 新型コロナウイルス感染症対策として、定期の担当者会議は照会で行った。

事前に十分な情報収集を行うことにより、情報共有の重要性を意識しながらマ

ネジメントすることに努めた。 

③ 十分なアセスメントを行い、利用者と家族の意向に基づいたケアプラン作成

を行いながら、毎月のモニタリングで生活課題の改善につながったか評価を行

った。 

④ 人員が２．５人から２人と減員されたが、地域包括支援センター又は関係機

関からの依頼を多く受託することができた。 

 

 

（３）中期経営計画の「問題解決に向けた取組み」に対する実績及び評価 

指 標 
令和２年

度実績 

令和３年度 

目標値 実 績     前期比 

居宅介護計画

作成件数 

（平 均） 

45.0 件 54 件 56.0 件 

２人体制になったが、関係機

関からの紹介等があり、目標を

達成することができた。 

 

６．グループホームさくらぎの運営 

（１）事業活動内容の総評 

令和３年度は通年での稼働となり、入居者の入退去 6 人ありましたがほぼ 

満床での稼動状況であった。 

 入居者については、本人の自己決定を尊重し支援することを心掛け、食事や趣 
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味、本人の希望に寄り添う介護を行った。排泄の自立支援、認知症の進行防止等、

在宅生活からの継続性を重視した個別サービスを提供した。 

 医療面では、入居者が良好な健康状態を維持できるよう、入居者個々の主治医 

や、施設の協力病院と協力歯科との連携を図り、緊急時など適切な対応を取る事 

ができた。 

 入居者、職員、地域住民と交流を図るべく行事等については新型コロナウイル

ス感染症の為実施を中止とした。 

    令和４年度は、サービスの質の向上を高めるため、引き続き職員の自己啓発 

の促進を図ることで知識面、技術面のレベルアップを目指し、積極的に入居者へ

満足度していただける様な支援を職員全員で提供できるよう努めていく。また、

外部研修は出来る限りオンラインで参加できるよう積極的に機会を設ける。 

 

    ※令和３年度の活動内容等の詳細は次のとおりである。 

 

（２）入居者の身体状況等（令和３年４月１日現在） 

 

（３）日常生活 

①援助方針 

     入居者主体の生活を基本とし、毎日の生活に楽しみや、役割を持ちながら 

穏やかに過ごしていただく為に、職員は認知症の理解と対応についてカンフ

ァレンス、意見交換を行い認知症ケア―の知識と経験を積み重ねることで、

一人一人の意思の確認と尊重が一番大切であることを、意識して支援してき

ました。 

②安全管理の徹底 

  リスクマネージメントの研修を多くの職員にて受講しました。 

 ヒヤリハットの集計から、個々にリスクを再チェック対応につなげています。 

 

③健康管理・感染症対策 

     新型コロナウイルス、インフルエンザ感染症予防の為のマニュアルを整備

しながら予防対策を徹底し、共に罹患することなく健康に過ごすことができ

た。感染予防対策を引き続き行うとともに、厚生労働省等からのガイドライ

ンに沿って、更に感染予防の徹底に全職員で日々取り組んでいく。３月末の

 平均介護度 平均年齢 最高年齢 最少年齢 

男 性 要介護 1.5 84 歳 89 歳 79 歳 

女 性 要介護  2 88.5 歳 99 歳 77 歳 

全 体 要介護 1.88 88 歳   
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時点で、この感染症に関係する体調不良者は発症していない。 

 

④食事 

食事の提供時間 摂取状況【つばき】 摂取状況【ぼたん】 

配膳時間 全面介助     ０人 全面介助       ０人 

朝

食 

７：３０ 半介助       ０人 半介助       ０人 

ほぼ自立      ９人 ほぼ自立       ９人  

自助具使用     ０人 自助具使用      ０人   

昼

食 

 

１２：００ 

食事形態状況【つばき】 食事形態状況【ぼたん】 

普通食      ９人 普通食      ９人 

刻み食      ０人 刻み食      ０人 

夕

食 

 

１８：００ 

 

  

  

※残食調査の実施状況 … 毎食実施 

※献立は、栄養バランスを考慮し季節にあった食事や行事食を定期的に提供。 

 

 

⑤入浴・排泄・移動 

【つばき】 

入浴の実施状況 おむつの使用等の状況 機器等の使用状況 

入浴回数 週２回以上 紙おむつ使用者    ０人 機器名 施設内 

一般浴 リハビリパンツ使用者 ７人  

車椅子 

操作自立  ０人 

対象者数     ９人   操作介助  ０人 

内 ほぼ自立  ２人 尿取りパットのみ使用者１人 操作見守 ０人 

   半介助   ７人 未使用者       １人 歩行器  １人 

   全介助   ０人 ※日中、夜間共に随時確認の 杖  ２人 

入浴日 １日３人を入浴  上、交換している。 独歩・ほぼ自立 ６人 

  介助歩行 ０人 

【ぼたん】 

 

 

入浴の実施状況 おむつの使用等の状況 機器等の使用状況 

入浴回数 週２回以上 紙おむつ使用者    ０人 機器名 施設内 

一般浴 リハビリパンツ使用者 ６人  

車椅子 

操作自立  ０人 

対象者数   ９人   操作介助  ０人 

内 ほぼ自立  ０人 尿取りパットのみ使用者０人 操作見守 ０人 

   半介助   ９人 未使用者       ３人 歩行器  ０人 

   全介助   ０人 ※日中、夜間共に随時確認の 杖  １人 

入浴日 １日３人を入浴  上、交換している。 独歩・ほぼ自立 ８人 

      介助歩行 ０人 
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 報告分析結果として、認知症の症状や加齢に伴う筋力低下に伴い歩行が安定せず転倒に

繋がりやすいことが要因になっている。対策に一つとして毎日の軽体操を１日１回から２

回に増やし、室内でも運動できるような工夫をした。 

今後も引き続き防止策を検討すると共に、事故防止に向けたカンファレンスを定期的に

開催、再発防止に努める。                                      

 

 

４．研修受講状況 

〈外部研修〉 

 ・新型コロナウイルス感染症対策研修会 

 ・キャリアパス研修 

 ・科学的介護情報システム研修（WEB 研修） 

 ・福祉サービス苦情解決研修（WEB 研修） 

 ・ケアーリスクマネージメント研修  

                             

〈内部研修〉 

 ・身体拘束研修（２回） 

 ・資質向上研修 

 ・食中毒予防対策 

 ・熱中症対策 

 ・感染症対策（吐物処理方法） 

 ・虐待防止・権利擁護  

  について、施設内にて行った 

 

５.行事の実施状況   

開日  行事名 開催場所 参加者 

4月 20日 お花見ドライブ  高松の池 全入居者、職員 

5月 22日 100歳を祝う会  施設内 全入居者、職員 

 29日 お楽しみ会  施設内 ぼたん入居者、職員 

6月 1日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 23日 つばき誕生日会  施設内 つばき入居者、職員 

7月 7日 七夕会  施設内 全入居者、職員 

 24日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 25日 喫茶店レク  施設内 全入居者、職員 

8月 3日 夏祭り・流しそうめん  施設内 庭 全入居者、職員 
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 10日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 13日 夏祭り・スイカ割  施設内 庭 全入居者、職員 

 13日 つばき誕生日会  施設内 つばき入居者、職員 

 22日 敬老を祝う会  施設内 全入居者、職員 

10月 7日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 15日 つばき誕生日会  施設内 つばき入居者、職員 

 23日 おやつレク  施設内 ぼたん入居者、職員 

 28日 芋煮会  施設内 全入居者、職員 

11月 15日 つばき・ぼたんミニ運動会  施設内 全入居者、職員 

12月 15日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 24日 クリスマス会  施設内 全入居者、職員 

 31日 年越し食事会  施設内 全入居者、職員 

1月 2日 つばき誕生日会  施設内 つばき入居者、職員 

 3日 新年会  施設内 全入居者、職員 

 8日 つばき誕生日会  施設内 つばき入居者、職員 

 9日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 11日 みずき団子  施設内 全入居者、職員 

 30日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

2月 3日 節分  施設内 全入居者、職員 

3月 3日 ひなまつり  施設内 全入居者、職員 

 21日 つばき誕生日会  施設内 つばき入居者、職員 

 27日 ぼたん誕生日会  施設内 ぼたん入居者、職員 

 


